
氏名 鎌田　道隆

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① お伊勢参り
－伊勢本街道の
旅－

共

① 江戸時代の南都
奉行所と法隆寺

単

① 世界遺産学の学
習型観光

単

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 立命館大学大学院文学研究科日本史学専攻修士課程修了

取得学位 博士文学（立命館大学）

所属学会 日本歴史学会
地方史研究協議会

現在の専門分野 日本近世史

研究課題 日本近世都市の研究
日本近世庶民生活史研究

1、法隆寺史の編纂にともなう江戸時代の法隆寺の文書記録の調査
2、江戸時代の旅や街道の調査と観光に関する研究に取り組んでいる

1、江戸時代のカラクリ玩具を復元する研究と教育に取り組み、大学祭における展示・実演や
地方自治体
　などでの指導をした。

2、23年目になる伊勢参り宝来講を実施して、さまざまな調査と学生指導にあたった。

1、奈良市生涯学習財団の理事
2、ならまち振興財団の理事
3、奈良テレビ・ニュース気になる時間にコメンテーターとして出演した。

2008年3月まで学長職を務めた。

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

概　　　　　　　要

2007年7月7日 伊勢神宮崇敬会 江戸時代を復元する宝来講につ
いて執筆した（P34～P64）

（著書）

2008年1月31日 奈良史学第25号 P1～P22

（学術論文）

2007年11月4日 世界遺産と文化交流
報告書

平城遷都1300年記念事業協会等
の主催した平成19年度国際
フォーラムの報告（P51～P67）

（その他）


